
事業所名  グループホームみみつ

目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画 作成日：　平成　24　年  8月  30日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

担当者会議に利用者も出席し、重いや意向を介
護計画に反映し、作成する。また職員全員が情
報を共有し、介護計画の見直しに生かす。

利用者一人一人のニーズを職員全員が把
握、介護計画の作成に参加する。

一月毎の介護計画のモニタリングを担当者が行う。
①月一の勉強会やそのつど、ケアマネージャがやり
方を指導する。
②モニタリングをすることで利用者の介護計画を熟
知出来、情報が共有できる。

6ヶ月

2 13

グループホーム独自で夜間の避難訓練や地
震、火災などを想定した訓練を定期的に実施
し、マニュアルの作成に取り組む。

１、毎月、避難訓練を行う。 毎月の行事の中に、避難訓練を日時を決めて
実施する。内容は、そのつど決めておく。

2ヶ月

3

２、マニュアルの作成 以前のマニュアルは、利用者のADLが変化し、
変わっているので作り直す。

3ヶ月

4 18

利用者の高齢化、体力にかかわらず、日中一回
は、庭先に出たり、利用者の希望をできるだけ
かなえられるような職員の支援態勢

外出の支援をする。 ①天気のいい日には、庭でおやつをしたり、体操をす
る。
②ドライブも、一部の利用者ではなく、全員出かけら
れるように考える。
③帰宅願望がある方は、送迎の職員にも協力を依頼
する。

1ヶ月

5 12

ホームに入居時や終末期を迎えた時に、看取り
の意向について、意志確認書の整備。またマ
ニュアルの整備。

看取りの意向についての意思確認書を作
る。

これについては、その時期が、1ユニット二人以
上になると、対応できない。終末期に医師・ご家
族との話し合いや、グループホームの状況に
よって変化する。

2ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【【【【目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画】　】　】　】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


